
平成30年度自立相談支援事業従事者養成研修

【後期】就労支援員養成研修inロフォス
12月6日（木）9時～11時

地域づくり、自治体による就労支援について
釧路チャレンジ

（一社）釧路社会的企業創造協議会 櫛部 武俊



現在の自立支援プログラムとその実績
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生活困窮者等子ども学習支

援プログラム（まじくる等） 

 

高校進学支援プログラム 

（中学 3 年生の子とその親対象） 

 

インターンシップ事業 

・㈱ビケンワーク 

・KCMコーポレーション 

・㈳釧路社会的企業創造協議会 

    

釧路市生活保護自立支援プログラム全体概況（H30年 4月現在） 

 
  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就 労 自 立 

生 活 保 護 受 給 世 帯 

 

生業扶助活用資格取得 

プログラム 

 

就労支援員活用就労支援事業 

 

生活保護受給者等就労自立促進事業  

(ハローワーク連携) 

民間職業紹介事業活用 

プログラム 

 

就 労 支 援 プ ロ グ ラ ム 

日常生活意欲向上 

支援プログラム 
日常生活自立 

就業体験的
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事業
プログラム 

知的障がい者授産施設作業体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ NPOぴーぷる 

精神障がい者授産施設作業体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ いずみの里 

ふまねっとサポーター活動体験事業 NPO ふまねっと 

 

 

就業体験 

プログラム 

○多重債務者 

自立支援 

プログラム 

○ＤＶ被害者 

自立支援 

プログラム 

○精神保健 

福祉支援 

プログラム 

○整理収納 

プログラム 

動物園環境整備ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 NPO動物園協会 

公園管理ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 公園緑化協会 

障がい者作業所等ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 おおぞらﾈｯﾄﾜｰｸ 

介護施設・ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 ｹｱｺｰﾄひまわり・わたすげ 

はまなすの家・ニチイ 

病院ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 星が浦病院・釧路脳神経外科  

釧路孝仁会記念病院・白樺台病院 

 

社会生活自立 

｢アトリエななみ｣手伝い（雑巾縫いほか） 地域生活支援ﾈｯﾄﾜｰｸｻﾛﾝ 

 

無料職業紹介事業

との連携 



オッチャンたちの誇り・働く権利



かけがえのない私と
居場所づくり（ハブ）

新しいケアの試み

就労自立 日常生活自立

社会生活自立

【支援】
ケースワーカー・
民生委員・パーソ
ナルサポーター

など

【支援】
地域・事業所・

関係機関
など



釧路モデルの分析

日常生活自

立

社会生活自立

就労自立

ただちに就労困難、あるいはケースワークだけでは就労困難

な生活保護受給者を対象にご本人の「ステージ」に応じた多

様な自立支援プログラムを用意
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漁網の仕立て作業・・支え合う通い場
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地域で支えられていた人が
支える人に回る仕組みを構築

7

• 漁業は、釧路市・厚岸町の基幹産業であるが、その
下支えをしている漁網業界の現場（整網作業）で高
齢化が進み、担い手不足により業界の存続が危惧さ
れている。

• 整網作業は、機械化するのが困難であり、今後も手
作業に頼るしかないのが現状である。

• 新たな担い手が生まれない大きな要因は、作業の習
熟度が上がらないと、一定の収入が得られないこと
にある。

• そこで、本協議会の取り組む中間的就労自立の場と
して、整網作業に取り組み、同時に問題解決を図る
のが狙いである。

生活困窮者支援を通じた地域づくり







見学・体験・切り出し・分解



就労支援部会（いわば就労Ｃ）



ジョブコーチとの協働



包括的な相談支援システム構築事業について
以下のような具体的な試みを通じて、協働による包括的支援体制を構築する。

美原部会

就労支援部会

音別部会

ま ち し ご と

ボランティア等を活用した新たな社会資源の創出

課題
資源課題

資源
資源 課題

地域における包括的な相談支援システムの構築

元町部会

相談支援包括化推進会議（全体会）

ケース会議・事例検討・コンサルテーション





旧音別町の就労・就農支援と暮らしづくり･･皆で

◆人口減２００５年平成の大合併
人口2,756人⇒2018年1,833人
歩いている人を見かけない

◆中心から周辺になる。議員ゼロ。
◆基幹産業は酪農・林業・・酪農
ヘルパーはベトナム人、大企業の
林業あるが隙間産業は困難。
◆2㍍になる蕗（秋田蕗）が特産

◆営農を辞める酪農家たち・・
激しい貧富の差と自尊心

◆音別部会立ち上げ・・作付け
山菜工場の立ち上げ等を通じ
自己肯定感の回復と関係づくり

◆中間的就労がくらしを支える



住民主体の団体立ち上げ・音別ふき蕗団
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「ふきで音別町が有名になり、若い人から年配の方まで、どんな人も自信を持って、
イキイキと暮らせる」

というビジョンを掲げて、2017年5月10日『一般社団法人 音別ふき蕗団』設立。



「ふきで音別町が有名になり、
若い人から年配の方まで
どんな人も自信を持って
イキイキと暮らせる。」
支援する、支援されるの関係はない。

みんなで一緒にやる！

ビジョン

２０１７年３月２８日



活動概要

各々の活動の場を通した生きがい創出と人の繋がりをつくりだす、農福連携に
よる地方創生。

多様なプレーヤーがスキル・知見・人脈を提供しあって活躍している。

18

音別ふき蕗団を中心に、行政・地域の信金・社
団法人・障がい者学校・東京のクリエーターが協
働。上記ロゴも東京のクリエーターがビジョンに共
感し制作。寄り添う人と人を表現。生活困窮者・
障がい者の働く機会の提供による自立支援と地
域が抱える担い手不足という問題を解決へ。

音別ふき
蕗団

東京のクリエー
ター
・プロジェクトマネジメン
ト
・ファシリテーション



今後の展望

日本財団「わがまち基金」の助成を活用しながら、ビジョンの実現を目指す。
2・3年目も住民主体で商品開発と販路開拓を行い、『音別ブランド』づくりへ。
その活動の価値・商品の価値を伝えるための活動や仕掛けづくりに力を注ぎたい。

地域の人たちの誇りや愛着醸成、人と人のつながりづくりを大
切にしながら、

その思想に共感し応援してくれる人を増やしていきたい。

日本原産の蕗。流通先やクリエータ―と連携をしながら、
秋に収穫できる「ふきのとう」、シャキシャキした蕗のブランド

化を目指したい。 19



人への生活支援から始まる地域の働く場づくり・・特に自治体の課題！

○地域共同体（委託事業者も含まれる）への過度の依存や委託受託の関係から脱しマネジメ
ント、包括 的な仕組みを作るのは自治体固有の役目。

◆ワンストップ型からシェア型の連携づくり・・支援調整会議等を活用した多義的な協 議体づく
り・・・孤立化防止・災害等要支援者・モノbank・・地域包括センター、NPO、基幹相談セン
ター、生困相談センターからはじめて・・介護、障がい、生保などのサービスや給付の外側で起
こっている『困難・孤立・排除』のホットスポットに向かう課題。新たなアウトリーチの開拓の課題。

○自己完結型福祉事務所から地域に拓かれた福祉事務所

◆自立支援プログラム・・経済的自立２７２６社会生活自立７３９（こどもの学
習プロ 282）日常生活自立１９８９（生活保護関係全国係長会議参考資料）

◆被保護者就労準備支援・・就労支援事業参加者中、7,600名の参加にとどまっている。実施
自治体は29年度約28％にとどまる。65歳以上を対象にしている自治体も少ない。

◆六法型福祉事務所化に進まざるを得ない。

○福祉サービスなどに依存しない持続可能な地域モデルの創出と人と地域の自己肯定感の一体化

◆行政などに課題があっても取り組む釧路音別モデル






